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はじめに
はいさい、ぐすーよー ちゅ ーうがなびら。

沖縄県民の海外移住は1899年のハワイ移民に始まり、20世紀には多くのウチナーンチュが新天地を求めて

海を渡りました。今日では世界各地に約42万人の県系人が各分野で活躍しており、沖縄と世界の架け橋として

国際交流・協力に大きな役割を果たしております。

沖縄県の策定する「沖縄21世紀ビジョン」では「世界に開かれた交流と共生の島」を掲げ、世界中で活躍する

ウチナーンチュとのネットワーク強化、特に次世代の担い手となる若者の育成に力を入れて取り組んでいるとこ

ろです。

海邦養秀ネットワーク構築事業は、沖縄県内の15歳から25歳までの学生を海外沖縄県人会ヘホームステイ

派遣し、海外県系人の雄飛の精神や、国際感覚を学ぶとともに、海外の同世代のウチナーンチュとの友情を育

むことで、将来に渡ってウチナーネットワークを発展させていくことを目的としています。2007年のスタ ートから

2015年までに7か国13県人会へ98名の若者を派遣してきました。

9 2016年は、沖縄県人移住110周年を迎えたペルー共和国ペルー沖縄県人会へ大学生5名、高校生5名の計

10名を派遣しました。
ペルーヘ渡った先人達は、気候風土や言語、生活習慣の異なるなか、第二次世界大戦中における排日運動

など様々な困難に直面しながらも、ウチナーンチュとしての誇りを胸に試練を乗り越え、異国の地で確固たる地

位を築きました。今回の研修において学生達は、移民の歴史に関する講義や南米初の日本人入植地であるカ

ニエテなど移民ゆかりの地への訪問を通して、先人の高い志や不屈の精神を学びました。

また、学生達は、現地の青年とスポーツ交流や日本文化を学ぶプログラム等を通して、深い友情を育みました。

さらに、ホストファミリーの皆様に本当の家族のように温かく接していただき、滞在期間中、不安なく充実した日々

を送ることができました。「いちゃりばちょーで一」という黄金言葉を体現するように、学生達はペルーで出会った

方々と、同じウチナーンチュとして、現在は異なる文化や言語の違いを越え通じ合い、生涯続く絆を構築すること

ができました。

研修の締めくくりには、県人会主催により盛大に催された沖縄県人移住110周年記念式典にも参加させてい

ただきました。

学生達からは、式典でのエイサー演舞や三線演奏などを目の当たりにして、ペルーの県系人の沖縄に対する

熱い想いを全身で感じ、心を強く揺さぶられたとの報告がありました。学生達にとって、地球の反対側で脈々と受

け継がれるウチナー文化に触れたことは、ウチナーンチュとしてのアイデンテイティーや、沖縄のソフトパワーに巴
秘められた可能性について深く考えさせられる大変有意義な体験だったことと思います。

、 この度の研修で、参加学生が得た印象深い経験の数々は、今後彼らが大きく飛躍し、沖縄と世界を結ぶ架け

橋となる上で、かけがえのない財産になると確信しております。特に現地の方々と国境や言葉の壁を越えて育

んだ強い絆は、将来彼らが世代を超えてウチナーネットワークを発展させていくための礎となるに違いありませ

ん。彼らは、研修から2か月後に行われた第6回世界のウチナーンチュ大会及びその関連行事にも積極的に参

加するなど、すでにネットワーク発展のための第一歩を踏み出しており、その交流の輪は今後益々広がっていく

ことでしょう。

結びに、ペルー沖縄県人会屋良アルトウロ会長、ホストファミリ ーの皆様を始め、本プログラムに御協力いた

だいたペルー ・沖縄の関係者の皆様には、前途有望な沖縄の若者達に、次世代のウチナーネットワークを担う

上での基盤となる貴重な体験を与えていただいたことを心から感謝申し上げます。

いっペーにふぇーで一びる。Muchas graciaso 
海邦養秀ネットワーク構築事業実行委員会

会長照喜名 一

（沖縄県文化観光スポーツ部文化スポーツ統括監）

ー



目次
IまじめIこ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．． 1 

参加者 ＆弓I率者 ．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．3

事業スケジュー）レ ．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．4

現地活動日誌 ～ペルー本研修にて学生が綴ったブログより ～．． · •…..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...….. ．． ．．.．．．． ．．．.．． 5

参加者感想．． ．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．． 13

派遣後の活動～研修での学びを学校の授業やイベントで発信し活躍！ ～ ……•………•••………………… ..25 

派造後アンケート ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．28

編集後記 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．． ．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．31

平成28年度(2016年）

海邦養秀ネッ
<!}_ l�)I 

トワ ーク構築事業
ペルー共和国派遣

・ 派遣扉�:2016年8月16日 ～8月318 主催 ；漏算養鯰外ワーク構藁事実行量員ヽ

2
 



.
t
i

 

参加者 ＆ 引率者
聾▲ L •一「'1

屯
＇

L夕
，

疇

kt
 

.
e
�

↓
 

武内あい

向陽高等学校2年

謝敷揺

開邦高等学校2年遍
ロ

与座晨

宮古高等学校3年

渡嘉敷慈安

読谷高等学校3年

大城藤生

豊見城南高等学校3年

Ba
 

T 

謳量

佐渡山水萌

琉球大学2年

新垣梨依乃

慶應義塾大学2年

城間美貴

名桜大学3年
、..

に
宮城亜希

沖縄国際大学3年

＂暑i
神谷純輝

沖縄大学4年

当山樋ロ アルトゥー ロ

沖縄県交流推進課

玉代勢興順

沖縄県交流推進課
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事業スケジュール

日程 内容 場所

4月18 日（月） 参加者募集告知開始

5 月21日（土） 参加者募集説明会 JICA沖縄国際センター

6 月27日（水） 応募が切

6 月8 日（水）
面接 沖縄県庁

9 日（木） . ·-
6 月20日（水） 参加者決定 ． 一 -•一・・ ・
7 月9 日（土） 第1回事前研修

内容：アイスブレーキング、保護者説明会、自己紹介、 JICA沖縄国防�｀ ？tンタ・・

ペル ー調ぺ学習の共有、沖縄移民学習、スペイン語
, · 

7 月23日（土） 第2回事前研修（宿泊学習）

24日（日） 内容：アイスブレーキング、ファミリ ーストーリ ー共有、

沖縄移民～多文化共生、ペル ー文化、スペイン語に JICA沖縄国際センター

親しもう、アンドレスさんのお話とダンス、チームミーテ

ィング（チームのル ール、出し物等）、現地情報

8 月6 日（土） 第3回事前研修
沖縄市コザインターナショナ

内容：沖縄市で日系ペル ー の方と出会い、想いに触れ
ルプラザ (KIP)

る、出発にむけて確認

8 月16日（火）
現地プログラム

ペル ー研修

8 月31日（水）
（次ページに詳細記載）

10月8 日（土） 事後報告会 JICA沖縄国際センター

11月19日（土）
おきなわ国際協カ・交流フェスティバル 2016参加

20日（日）
JICA沖縄国際センター

「`

ヽ
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～ペル一本研修にて学生が纏ったブログより～

1日目：8月16日（火）

ペルーヘ出発！

．

 

←
い
っ
て
き
ま
ー

す

Hola! 待ちに待ったこの日がとうとうや
ってきました！

海邦蓑秀ペルーチ ーム出発です！

10時に集合して荷物を預けたあとは出発式！

フワフワしていたみんなの顔は 、 多くの関係者とメディア

を前にして一 気に引き締まりました。ひとりひとりが決意

表明を行い 、 出発ムー ドも最高潮に達しました。

～成田

到

着！～ 

那覇空港を出発した私たちは 、 無事成田空港に

到

着し

ました。ペルーヘ向けて良いスタートを切ったかのよう
に感じていたペルーチームでした。

・笑みを浮かぺながら歩みを進めています！

これから多くの試練が待ち受けていることは知らずに．．。

～ギリギリセーフ！ ！ ～ 

荷物
や

登場の手続きを終え 、 出国審査を受けて 、 搭乗口

に向かっていたその時

『4時15分発 アトランタ行きに搭乗されるお客様はいま

せんか？』

というスタッフの声

『はい 、 私たちです。』

『急いでください！すでに搭乗始まっています！』

慌てて駆け込んだ私たちを待っていたのは 、 スタンバイ

オーケー ！後はあなた達を待つだけです！と言わんば

かりのスタッフと乗客の視線．．．。ごめんなさい！

～飛行機に乗れない～

12時間のフライトを終えアトランタに

到

着した私たちでし

たが、 ここで最大の試練が待ち受けていました！

入国審査を受けるための長蛇の列に並んでいる間に 、 リ

マ行きの飛行機が出発してしまいました。半ばから薄々

感じでいた私たちでしたが 、 まさか本当に乗れないとは．．．。

なんとか近くのホテルをおさえてもらうために航空会社の

カウンターに向かったもの 、 そこにも長蛇の列．．。

さすがにこれは参りました （泣）

そんなこんなで空港を出れたのはアトランタに

到

箔して

から4時間以上も後のことでした．．．imucho cansado! 

長い長い1日が終わりましたが 、 まだまだ初日！明日か

らの活動では、 どんなハプニングが起こるのか 、 期待と

不安に胸を躍らせながら第 一日目の日記とします。

iHashita manana!（笑）

2日目：8月17日（水）

Hola! 

アトランタを散策しました。電車は 、 日本とは違い 、 座

席が長椅子ではなく2 、 3人が座れるほどの椅子が置か

れていました。また 、 窓ガラスが大きく景色を楽しめまし

た（
＾＾

）

電車を降り 、 街中を歩くと高くて大きなビルに囲まれ 、

新鮮でわくわくしました。
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オリンピック公園がありました。

公圏は、 広くて緑が映えるとても綺麗な場所でした。

アトランタは 、 コカコー ラ発祥の地ということで 、 大きな

コカコー ラミュージアムがありました。

空港内にあるフードコーナーで昼食を食ぺました。英語

での注文は 、 緊張しました。

出来上がると名前で呼ばれる方式だったので 、 レシ ート

に自分の名前が入っていてとても感動しました。その後

リマヘ向かいました。

機内食は、 量が多かったです…笑

ようや
くリマに

到

箔。

思ったよりも時間が押してしまい 、 遅い時間だったので

すが、 ホストファミリーの方々 がとても温かく迎えてくれ

てり喜しかったです。

← 

よ
う
やく

到

着
し
ま
し
た。

その後 、 それぞれのホストファミリー宅へと向かいまし

た。

3日目：8 月 18日（木）

ロストゲージの影響もあり 、午前は各自ホストファミリー

と過ごすことになりました。 一部のメンバーと文化会館

に行ってきました。博物館 、 神内センターにお邪魔しま

した。

見学したり 、 歌を歌ったりして楽しみました。

午後は空港から近いヘソマリアから17kmほどはなれた

アテにある沖縄県人会で交流を楽しみました。市町村紹

介 、 歌 、 そしてクイチャーをして交流を楽しみました。県

人会の皆さんとても、 ウェルカムな雰囲気でとてもよかっ

たです。
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4 日目： 8 月 19 日（金）～セロアズル～

セロアズルとはペルー移民の日本人が乗った佐倉丸

が上陸した港です。

ヽ

ペルー移民の始まりの地を訪れるこ とで移民の歴史を

またひとつ知り 、移民の歴史の長さ 、 つながりの強さなど

を実感することができました。

移民の歴史を表すモニュメントの前で記念撮影しました。
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容の濃い1日で学ぶことが多くありました。

5日目：8月20日（土）

．

 

～慈恩寺～

セロアズルの次にカニエテ市にある慈恩寺というお寺に

行きました。

慈恩寺というのは、 上野泰庵（うえのたいあん）が南米

初の布教使として派遣された際に創建(1907年）した南ア

メリカ大陸最古の寺院です。

第 1 代目 住識の上野氏から6代目まで続き、今はカ

エテ市内に住む、大城さんによって管理されています。

に入ると 、 メンバー全員で線香をあげました。

寺の裏には、 宗教的な問題で家庭で管理することが

難しくなった家族の方々 が、預けている位牌・遺骨が埋

葬されていました。

・ その後は、 近くのレストランで豚肉を使った料理を食ペ

ました。ペルーでも豚肉の全部位を食ぺているそうで

す ！ 沖縄のソーキと同じ匂いがして何か懐かしさを感じ

ました。

テイティカカというお店でご飯を食ぺながら、 ダンスを

見て楽しみました。ペルーの伝統踊りをFII，近で見ること

ができて、とても良い経験になりました。一つ一つの踊り

に意味があってとても深いな～と思いました。最後はみ

んなで踊りました！

夜は日系人協会に行きました。まず 、 バスに乗って三

ヶ所の公圏でゲームしました。内容は鯉のぽりと七夕ひ

な祭りをモチーフにしたゲームでした。

初詣でおみくじを引く日本の文化をペルーで体験しまし

た。2チームに分かれて、 紅白ダンス対決も楽しみまし

た。ペルーで日本文化を体験できるとは思いませんでし

た。このゲームは日本文化を知らない、日系3 、 4世の

人に日本文化を知ってもらう意図があると言ってました。

日本のカルチャーを他国に知ってもらい 、 継承してもらう
ことはとてもり喜しいとことだと思いました。

最後にペルーの有名なピスコ（お酒）の工場見学をし 、

ちょっとしたアクティピティをして楽しみました。とても、 内

7
 



6日目：8月 21日（日）

沖縄県人会の青年部の方々 とスポーツをして交流をし

ました。

パレーポールとサッカーをしました。 皆それぞれが 、 スペ

イン語の単語を使えるようになり、 簡単な言葉で気持ち

を表現し 、 交流を図りました。

j →. , 

i. . -

また 、 この日は沖縄ペルー移民110周年の式典が週

末に控えているということもあり 、 多くの方々 が式典に向

けて練習に励んでいました。 私達も少しお手伝いをさせ

ていただきました。

そしてここ数日ペルーでは異常気象が続いており、 気

温差で体調を崩し
や

すくなっています。 残りの日程も有

意義に過ごせるよう、 より体調管理に気をつけて頑張っ

ていきたいと思います。

7日目：8月 22日（月 ）

お昼前に集まり 、 ペルーの料理であるセピーチェとロ

モサルタードという料理をを教えてもらいました！！

3人ずつのチームに分かれての慣れない作業をみん

なで協力し、 楽しみながら作ることができました。

自分たちで作った分 、 美味しく感じました。

また 、 同じ材料で 、 同じ手順で作ったはずなのに仕上

がりの味に変化があり 、 面白かったです。

仲宗根さんから、 沖縄の移民の歴史について学び 、

県人会の会長の歴代写真などを見ました。

さまざまな歴史背景があり 、 すごく勉強になりました。

その後 、 舞台のある部屋へと移勁し、カニエテ
や

クス

コのダンスを教えていただきました。程を使ってのダン

スは 、 難しくなかなかうまく踊れませんでした••笑

最後は 、 みんなで衣装を着てダンスを踊りました。 剌

繍のカラフルな衣装で箔ることができてり喜しかったです。

（`

 

、＂｀

貴重な体験をすることができた1日でした。

今後もどのような体験をできるのか楽しみです...

体調に気をつけながら頑張っていきたいです！！

8

 



8日目：8月23日（火）

午前中は 、 ラビクトリア日系人学校を訪問しました。

日本からペルーヘ帰国した生徒のための 、 放課後特

別クラスがあったり、 子供達がお昼休みにお菓子を食

ペていたり 、 日本とは違う環境が感じられ新鮮でした。

•

 
サッカー 留学を理由に日本から来た生徒

や
、 1ヶ月

前にペルーヘ来たばかりの生徒などもいて日本語で

お話しをしました。異なる環境のなかでも子供達は明

る＜元気に頑張っている姿が印象的でした。

午後は 、 カトリカ大学を訪問しました。カトリカ大学は

総合大学で 、 とても広い敷地を有しており大学内に古

代の遺跡もあり大変驚きました。施設も充実しており 、

カフエテリア
や

学生の自主学習施設などが多くの学生

で賑わっていたり 、 大学内の芝生の上でグループワ ー

クをしていたり 、 沖縄の大学との違いが感じられました。

この研修も終盤に差し掛かってきました。体調に気

． をつけ頑張っていきたいと思います。

午後に行った 、 ラス ・ レジェンダス動物公園(Parque

de las Leyendas)についてです！

リマにあるこの動物公圏は、広大な敷地の中に4つ

の気候のゾー ン（山岳 、 熱帯雨林 、 海岸とインターナシ

ョナル）があります。今回私達は、 山岳ゾーンと熱帯雨

林ゾーンの2つをを見学しました。

山岳ゾーンでは 、 アルパカ
や

リヤマ 、 ピクーニャなど 、

沖縄では見られない動物を見ることができました。
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熱帯雨林ゾーンでは、 アマゾン地帯に生息するサル 、

ピューマ
や

ジャガーなどを見ることができました。どの

動物も、 沖縄よりもサイズが大きくて驚きました。さら

に、 この動物公園にはプレインカ時代のワカと呼ばれ

る遺跡があり、 リマの歴史遺産に触れる良い｛知合とな

りました。

9日目：8月24日（水）

【LA UNION（ラウニオン）日系人学校 、 AELU】を訪問

してきました。

まずはLA UNION日系人学校からスタート！

こちらの学校はリマにある日系人学校のなかでもっ

とも規模が多く 、 1000人近くの生徒が在籍しています。

日系人学校といっても通っている生徒は日系人が3割

程度で 、 帰国子女
や

現地の方が多いそうです。わたし

たちは中学生の化学と物理 、 小学生の図エと歴史の

授業を見学させていただきましたが、 実験に熱中した

り活発に発言したりする姿が印象的でした（つ

併設されているAELUはとても大きかったです！

AELUとはアソシアシオン ・ エスタ・ディオ・ラウニオン・

アエルの略称で 、 総合運動場のことを指しています。

プール等とても施設が多くて、 そのサッカー場、凄さを

表現してみると、 、 、県総とカーブスとセルラースタジア
，

 



ムとスポッチャと… …沢山ちゃんぷる一されているよう
な感じでした。）

午後は各々 ホストファミリーと自由行動しました。

わたしもファミリーとスーパー

や
ミラフローレスにいった

り、 アンティクーチョを食べたりできてとてもhappyな夜

を過ごせました！ ！ 

ペルーでの滞在もあと5日！慣れてきた頃には帰国

が近 づいてきています(T_T)残りの日程も楽しんで過ご

していきたいです！！ 

1 0 日 目 ： 8 月 25 日 （木）

今日は午前中はラモリーナ国立農業大学に行ってき

ました！

6000人の生徒と500人の先生 、 広大な土地を持つラ

モリーナ大学ではアルパカの研究を見たり 、 農場 、 牛

舎の見学をしました。

研究室では難しい言葉が飛び交っていて、

理解が追いつかなかったですが 、 すごいことを
や

って

いるということは分かりました ！

午後はミラフローレス区を散策。

インカマ ーケットでは待ちに待った『マスバラート（もっ

と安くして）』を使って買 い物をしました。

市場のいたるところでマスバラートが飛び交っていま

したね。楽しい買い物ができました。

1 1 日 目 ： 8 月 26 日 （金）

今日の活動は 、 ミヤサトガ ラス工場見学でした 。

輸入したガラスを加工して輸出するまでの工程を見ま

した。自動車の前面ガラス
や

ピ ル等の安全ガ ラスに加

工してました。

僕たちが見学した工程r. .:... . ：と では 、 窓枠を製作・加

工をしている部署を見学しました。材料は 、 主にプラス

チックとのことです。

工程は 、 3つあって 、

・ 窓枠のプ ラスチックを切る

・ 窓枠を繋 げるための穴を開ける

・ 窓枠を繋 げる

でした。

見学を終えて 、 会護室で小休止を取りながら 、 ミヤサ

トさんから 、 工場の話をしてくれました。

ミヤサトガラス工場は、最初の移民の時に 、 ミヤサトさ

んのお祖父ちゃんがガ ラス加工会社を起業して、 家族

だけで
や

ってたのが 、 今では、 とても大きな会社になっ

たと話してくれました。

、

質問の時に、『あなたにとって、ガラスとは ？ 』と聞い

たところ、「ガラスは 、 今のこの会社になるための、先

10 

．

 



祖の第一 歩の物で、家族と一緒にとても身近にあった

もので 、 家族のようなモノ」 と言ってました。

とても 、 感動しました。

午後は、 休憩を取って 、 夜の7時ぐらいから、 それぞ

れの出身・居住している市町村の会に行きました。

僕は、沖縄市の市会に出席しました。

「そこまでフォーマルじゃないから私服で良い」 と言わ

れていたのですが、 行ってみると、来客皆 、 正装で来

てて 、 ちょっと 、 気まずくなりました（苦笑）

ですが 、 内容は 、 そこまでフォーマルではなく、 沖縄

市会の35周年を祝ったり、音楽を流したり 、 ダンスを観

•
口 したりして 、 あまり 、 堅苦 しくは、ありませんでした。

者、楽しい時間を過ごしていました。

: 2 日 目 ： 8 月 27日（土）

． 

Hola! 

今日の内容は、ペルーヘの沖縄移民110周年式典

です。

沖縄からの招待者が来て、ペ ルー移民110周年記念

を祝いました。

祝いの本番は、明日、 日曜日です。

今日は 、 その前に 、 最初の移民の方 々 へのお祈りをし

ました。お坊さんも来てて、緊張 しました。

式典は、ちょっと、 お葬式みたいな感じでしたが、移

民してきたご先祖様へのお祈りを しました。

その後は、 グループ皆で集まって 、 スーツ姿で記念

写真を撮りました。

\ II 、 1 1 . ;1�[＇、
・巳

し⇒',.- 己論=?： 亙
』

13日 目 ： 8 月 28日（ 月 ）

今日は、 記念すぺき ペルー 沖縄県人移民110周年

記念式典への参加をしました。

参加者には、金秀グループ会長 ・ 県知事 ・ ペルー日

本大使 · 各市町村長を含む多くの方 々 が御参加・御出

席。110周年という節目の年に 、 式典に参加させて頂

いたことを心より感謝 します。

1906年に36人の移民者から始まり、今も尚 多くの県

系人を残してくれた 1 世の方 々 はとても素晴らしいと思

いました。

式典後には 、 外の別会場で ペルー沖縄青年部 ・ 花

わらびによる歌
や

踊り（民謡）などで沖縄にいると錯覚

を起こすぐらいのパフォーマンスを見せてくれました。

今日は 、 人生の中でも忘れられない日となりました。

今日は 、 これで1日の活動が終わりました。

皆 各 々 のホームステイファミリーと過ごすことになりま

した。

1 1  

し
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14日目 ：8月 29日（日）

ペルー最終日は午前中にリマのプラサアルマスを散

策しました。

街並みは建物がヨーロッパ風でした。

そして 、 ファストフード店などは京都のように街並み

に合わせて茶色を基調とした建 物でした。

大統領 官邸で正午 に行われる衛兵交代式を見学しま

した。 交代式では音楽隊の演奏に 合わせて衛兵が行

進を行っていました。

午後は県人会の方にさよならパーティーをしてもらい

ました 。 その後に空港へ行き 、 みんなで最後のお別れ

をしました。

みんな沖縄へ帰りたくないというほどペルーが大好

きになりました。

私たち を温かく迎えてくれて家族にしてくれた県人会

のみなさんに心から感謝しています ！

ありがとうこざいました。

では、 これから沖縄へ帰ります ！

12 

15日目 ：8月 30日（火）

夜 中 の1時前にリマを出発し、 6時間かけてアトラン

タヘ行きました。

次にアトランタから成田へ向かいまし た 。

飛行時間は13時間と長かったです。

機内では食事
や

お
や

つが出ました。

そして、 成田へ到箔後 、 日本食が恋しくなり 、 一部の

メンバーで日本食を食べました。

その後 、 成田から3時間かけて沖縄へ到 舟しまし た 。

無事 、 全員で沖縄に到着しました ！

空港では多くの方 に迎えてもらいました。

この事業に参加したことでそれぞれが確実に成長す

ることができたと思います。

本当に周りの方のサポートの おかげだと思っています ！

ありがとうこざいました！！！



参加 者感想

．

 

． 

名桜大学3年 城間 美貴

今 回 、 このプログラム に参加す ることで世界 にいるウチナーンチュ はどのような生活をし、

ウチナーンチュの文 化 や心をどのよう に継承 し続 けてきたのか知 ることができるのではない

か と考えました。

事前研修で は沖縄移 民の歴史 や 沖 縄 県 に 来

てい る他国のウチナーンチュ から話を聞き 、 アイ

デンテイティの葛藤や差別 について知ることができま した。

ペル ーヘ 行 く 際 は ア メ リ カのアトランタを経 由 しま した。 行く途 中か

ら ヘ プニング が 多 く 、 到 着 日 も 1 日遅れてしその上メンバ ーの半分

か ロ ストバゲージ に あ い ま した。 し か し 、 到着が夜中 にも関わらずペ

ル ーのウチナ ーンチュのみなさんが横 断幕を持ってお 出迎えをして

くれました。 そ して 、 各 自 のホストファミ リ ーと顔合わせをする と私のホストマザーが「私の子ども」 と言って 力 強 く

ハグを してくれま した。 このハグによって私 はペルーに来てよかったと思った最初の瞬間でした。

ペ ルーで は 県 人 会 の方や日系 人の方たち との交流 、 ペルー料理を作ることで文化に触れ 、 学ぶことができま

した。 また、 県 人会の方と一 緒に移 民が始まった場所 「セロアズル」へ行き 、 移 民の歴史に関する授業を行って

も ら い ま した。 そ れによって 、 移 民 したウチナーンチュは言葉や文 化も知らない土地で差別 を 多 く 受 けたが、 ウ

チナーンチュと しての誇り を忘れずに現在も大きな県 人会を作り あげてきました。 その授業 によって私たち ウ チ

ナーンチュ に は 誰 にも負けない強い心と絆が存在する ということを知り 、 私もウ チナーンチュである ということに

誇り を持ち ま した。

そ して 、 今 回 のプログラムのメインは ペルー移 民 1 1 0周 年式典に参加す ることでした。 式典では沖縄から翁長

知 事 や 議 員 も 来 ら れていま した。 また、 式典だけではなく、 県人会館の外 ではステージで多 くの催し物が行われ

て い ま した 。 そ して 、 ペ ルーの方たち がエイサーを行って いま した。 そのエイサーを踊っている ペ ルーの方たち

の表情か ら誇り をもってエイサーを踊っていることが伝わり 、 非常

に嬉 しくなり ま した。 沖縄か らみて地球の裏側 にある ペ ルーで 沖

縄の文化を誇り に思い大切にしてくれている姿は沖縄県 に住んで

いる私たちが見習うべき姿だと感 じ ま した。 また、 フィナー レ に は

沖 縄 ら し く 出 演者、 観客全員でカチャ ーシ ーを踊り 会 場 に い る ウ

チナーンチュが 1 つ になることができま した。

ペルーヘ行ったこ とで世界にいるウチナーンチュのことを沖縄に

いるウチナーンチュ に伝 え 、 文 化の継承やウチナーンチュの絆を

こ れ か ら も 強 め て い くた め に 周 り に広めていくことが必要だと考えました。 また 、 沖縄県を含む世 界 に い る ウ チ

ナーンチュ に も こ れ か ら 各 国で沖縄の心を継承 しても らうため にウチナーンチュネットワ ー クの架 け橋になりた

13  
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いと思いました。 そ のために、 5年に 1 度 の ウチナーンチュ大会へ参加し、 私自身が率先して世 界 の ウ チ ナーン

チュと繋がることが必要だと思 いました。 そして、 実際に私は名 桜大学 で開催された学 生 サ ミ ッ トや 若 者 ウチナ
ーンチュ大会、 メインイベント のウチナーンチュ大会へ参加 しました。 そこでペルー の方と再会 し 、さ ら に ハ ワ イ 、

ポ リ ピ ア 、 アルゼンチン 、 ブラジル 、 アメリカ のウチナーンチュ と繋がることができま した。 な ので 、 こ の 繋 が り に

よって各国 の県人会 の活動や想いを世界にいるウチナーンチュ に伝えられるように これ か ら様 々 な活動を行っ

ていきたいと思いました。

沖縄国 際大学 3 年 宮城亜希

那覇空港を出発し 、 途中で乗り 継ぎ の トラブルがあ り 、 ペ

ルーに到着した のは 予定 の 日 よ り 1 日 遅れた夜中 の 1 時 。 そ

れにもかかわらず、 空港には大勢 の方々 が暖かく迎えてくれ

ていて 、 とても婚しかったのを覚 えています。 食ぺ 物 、 治安 、 スペイン 語ができ ない点 で不 安

はあり ましたが 、 ホストファ ミリ ー の安座間 家 の皆さん に支えていただき 、 2週間安心 して過ごす こ と がで き ま し

た。 特に、 体調を気にかけてくださったこと 、 限られたフ リ ータイムに時間を合わせて一 緒 に 出 か けて くれ るなど 、

多くのサポー トをしていただいてとても感謝 しています。

私は 今回 の研修で 、 沖縄 の文化 を伝えること 、 日 本語教育 につ いて知るこ と 、 ペルー の移民や県人会 につ

いて知ること の3 つを 目 標に出発しました。

滞在 期間中 の文化 交流と して県 系 ペ ルー移民 1 1 0周 年 式典 に て 、 三線

をペル ー沖縄県人会 の60人 を超える方々 と 一緒に弾く機会をいただきまし

た。 また、 元県費 留学 生 が 同時にかぎやで風を踊る演舞 が あ り 、 手 や 足さ

ばき 、 タイ ミングなどを指導しました。 交流 していくなかで 、 独 自 にテンポ の

数え方などを考えている彼ら の姿を見て感銘を受 けました。

ラ ・ ウニオン学 校とビクト リア学校では 、 実際に 日 本 語教育が行われてい

る現場を見ることができました。 これら の学 校では 日 本語を授業 の 中 に盛

り込むだけではなく 、 日本からペルーヘ来たばかり の生 徒ヘスペイン語を教える手助けを していた の は 予 想外で

した 。 日 系 人 の 生 活 の手助けや 日本語 の継承 という面で、 日 系 学 校とい

う教育現場は海外 でど のような役割をもっているのか実感することができ

ました。 また 、 私 は 日 本語教師資格を取 得するため の講義を大学で受け

ており 、 今回 の学校見学 での経験を活か していきたいと考えています。

県人会で の活動で一番印象的だった のは 、 青年部など の若い世代の

活動がとても活発だったことです。 個人個人、 仕事や学校で忙しいにもか

かわらず、 毎回イベントの度に練習場所に夜 中まで残 り 、 何種類も のペルーのダンスや創作ダン ス 、 沖縄の 芸能
などを練習していました。 彼ら の熱心な姿を見ていると、 尊敬と同時に一体何が彼 ら の 気 持ち を そ こ ま で 動 か し
ているのか疑問に思い、 詳しく話を伺 いました。 「僕たち のふるさとが沖縄だということを誇 り に思う。 」 「 沖縄の文
化をペルーでやることによって、 沖縄 のことを知らない人達にも知ってほしい 。 」 「ア イ デンティティで悩 む こ と が あ
っても 、 県人会館に来ることで安心する。 」 という言葉が印象的でした。 ペルーで活躍している彼 ら の エ ネ ルギー
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を 目 の 当 た り に し、私達 の こ れ か ら の活動を考える良い機会となりました。 これからも県人会と交流し、 互い の理

解や尊敬につな げること 、 そ してこれから沖縄を訪れる方々 が安心 して過ごせるような暖かい環境づく り をしてい

くことが 目 標です。
こ の研修 の2週間を振 り返ると 、 三線 、 舞踊、 聞こえてくる言葉や県人会 のコミュニティなど、 ＂ 地 球 の裏側 の沖

縄＂ がペ ルーに は あ り ま した。 あ り がとうございました。

沖縄大学 4年 神谷 純輝

今回 のペ ルー研修を漢字 一 文字で哀すと「愛」 です。 ペルー研修では 多く の愛を感じることが

できました 。 私たちが初日ロス トバゲ-べ；をし文 空港iこ遮， ．`J寺問についた時もホス トファミ！J­

を含め ペル ー沖縄県人会 のみなさんは混かG辿

えてくれました。 彼ら の対応によって私たち は飛

・ 瑯 ご持ってい た 不 安 を 消 しさることができました 。 ホス トファミ

リ ー ｛ままるで自分 の息子 のように私に接してくれ 、 とても愛 にあ

ふれた 家 庭 で感激しました。 また 、 ペ ルーで の生活 はとても見る

も のすぺてが新鮮で日本とペ ルーを比較した り客観的に見たり

することができました。さら に気づいたことは県 系 人 の活躍が素

晴 ら しい ことです。 街 の至る所に県 系 人 が建てた飲食 店 や経営

するショップ が 多 く 、 ペ ルーと日系 人 のミックス した社会 の 中 でう

まく共存 していると感 じました。 現在 で は ペルーで日系 人が当たり前 のようにいる社会だが、 昔 は どんなだっただ

ろうか ？ まったく異国 の 地 で言葉もわからず環境も全く違うペルー の 地 に降り立った 1 世 の人たち はどんな気持

ち であっただろうか つ どんな努 力 を してきた のであろうか ？ など考えるようになり ま した。 そ のような疑問を抱きな

が ら ペ ルー県人会 の仲 宗根さんの話を聞くとペ ルー移民 の こと県人会 の ことを詳しく知ることができま した。 仲宗

根さんの 話「 1 世 のときはとても厳しい環境で主 に畑仕事であった 、 徐 々 にお金を貯めて街で飲食 店 を開き 、 サ
ー ビス 業をするようにな り 生 活 が安定 してきて、 それから初めて降り 立った人たち の 家族も移民 してきて今 の2世

・ や3世 につながっている。 それから 当 時か ら 沖縄県 系 人 は集まっ て交流を し、 のち に県人会ができた」と話してい

ま し た 。 こ の話を聞いて昔 の状況から今に至るまでがわか りま した。 ペルー移民された県 系 人 はとても強 く 、 た＜

ま しい 人 たち だと思いま した。 彼 ら はつながり を大事にするゆいまーる精神を持って 、 県人会を 1 1 0年 間存統させ

てきました。 また 、 彼 ら は 沖縄が第二次世界大戦に見 舞われた 時 、 ペルー から物 資を送り 沖縄を支 え続 けてきま

し た 。 戦後復帰ができた のもペ ルー にいるうちなんちゅ のおか げだと知り ました。 1世2世だけではなく 、 みなアイ

デンティティは 沖縄だという誇 り をもって生きていました。 これは私たちが 一 番大切 にするも のだと海外に出て初
-.. ＿ 

めて知ることができました。

特 に 1 1 0周 年記 念 式典 のとき 、 私たち海邦養秀 の メンバ ーは彼

ら の努 力 に感動しました。 私が 一番心動かされた の は 自分たち

のルーツである沖縄を愛 していて 、 沖縄 の歴史 、 文化、 を上 の世

代 が若い世代に継承 していく努力 していたことでした 。 ま た 、 若い

世代も沖縄文化を途切 れない ように積極的に活動を していました。

地 球 の裏側でありながら 、 うちな一ぐちで話した り 、 三線を習った
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り 、 踊りを習ったり、 イベン トがあれば沖縄 の文化 、 芸能を表現したりと努 力 を していました。 一方で私たち は沖

縄に住んでいながら 、 オジ一、 オバー、 父 、 母、 からはこ のようなことを習うことは ほとんどなく、 沖縄 のうちな一

ぐち や三線や踊 りでさえも若い世代 には伝わっていません。 文化継承をしてい く心は見習わなければならない

と強 く思いました。 式典も県人会 のみなさんの準備によ り最高 の状態で式典とフェスティバルを迎え ることがで

きました。 最後 のフィナーレでダンスをみんなで踊った時はこみ上げるも のがあ り ました。 自然と「沖縄人でよか

った、 地 球 の裏側にも沖縄 のアイデンティティを持って 、 伝えている人 がいるんだ。 沖縄に戻ったら自分たち も

伝えていかないといけんな ！ 」と思い感動しました。

これから私たち はペルーで学んだことを 生 か して 、 うちなんちゅ ーとしてど のように生 きてい く か を考え 、 行 動 し

なければなり ません。 私 は今より もっと沖縄 のことを学びうちなんちゅ ー の誇り を持ち 、 同世代や下 の 世 代 に 伝

えていく活動をします。

慶應義塾大学 2 年 新垣 梨依乃

現地 の家庭にホームステイ しながら 、 県 系 人 のルーツを禄るし．との できる ペ ルー

で の 2週間 。 大学進学 にあ た り 生 まれ育った沖縄を離れ 、 沖縄 以外 に 住 む ウチナ
ーンチュ のくらしについて興味を もっていた私 は 、 上記 の点 に惹かれて海邦蓑秀プ

＿ L-重●9......

ログラムヘ の参加を決心 しました。

現地 では県人会 の皆さんと の 交 流 、

日 系 人学校へ の訪 問 、 県 系 人が設立した企業へ の訪問 、 ペ ルー伝

統料理作製などたくさんの投 重な体験をさせていただきました。 それ

ら の 中で も特 に思い出深い ことは 、 県 系 移 民 1 1 0周年記 念式 典 に参

加させていただいたことです。 2 日 間 に及ぶこ の式典で は 、 移 民 1 世

に対する 大きな感謝と、 ペ ルー ・ 沖縄両国 の絆 の強さに心 か ら の感

動を味わうことができま した。 また、 私にとって初めて のホームステイ

体験も 、 忘れがたい思い出です。 ホス トファミリ ーと指さし会話帳やジェスチャーを用いてコ ミュニケーシ ョ ン をとっ f 
た ことや 、 慣れ親しんだ 日 本 の 生 活とは異なる ペ ルー の生 活を体験したことか ら は 、 想像以上 に た くさんの 「気

付き」 がありました。

今回 の派遣を通して印象に残っていることは 、 現地 県人会 の皆さんの 沖縄に対す る 熱 い 思 い と 、 伝統文化 や

県人コ ミュニティーを存続させ ようとするパワ ーです。 これは私がウチナーンチュとして忘れ て い た 心 で は な い か

心 l'IIOOUC1o;r:; �竺o; L01 ..OX10i; u二
と思います。 日 本語も話せない 、 ま して や 日 本 を訪れた ことも

ない県 系 人 が増 える 一方で、 祖国を 大 切 に する 心 は しっ か り

と継承されて いる点 に感銘を受 けました 。 私 の 大 好きな言葉、

「いち ゃ り ばちょーで一 」 。 現地 でファ ミ リーとして暖 か く 迎 え 入

れてくださった県人会 の皆さんこ そ 、 出 会 え ばみな兄弟という

こ の言葉 の持つ意味を体現されていると感 じました 。

帰国後、 今回 の派遣で得られたも の を 形 に した いと の 思 い

か ら 、 私 は 目 標をたてました 。 それ は 、 「 大 学 で の 学びとラテ
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ンアメリ カ を結ぶ」ということです。 具体的には 、現在大学で学んでいるマス コ ミ学 の知謙 ・ ノウ ハ ウ を 生 かして 日

系 移民の 情報発信に努め ようと考えています 。 現地 で得 られた感動や 、世界各 地 で 生 活してい るウチナーンチ

ュに 目 を 向 けることの 重要性は 、私たち が声を上げなければ伝わり ません。 現地 に派遣された私たち がこの学

びを発信し 、周 り の 人たち を は じめ 、沖縄県全体に伝達してい かなければならないと使命感を抱いています。

私 自 身 、事前研修や派遣 、事後研修を通して 、 「 自分がしたいことは何なの か」 「何をするぺきで 、誰のために

行動できるの か 」に向き合うことがで きました。 また 、お互いに刺激しあ える大切な友人たちと出会え 、 地 球の裏

側にファミリ ーを つ く ることもできました。 このプ ロ グラムに参加させていただき心 から感謝しています。 今後もこ

の 素 晴 らしい事業が続いていくことを願っています。

宮 古高 等 学校 3 年 与座 展

私 は 海 邦養秀ネッ トワ ーク構築事業で8 月

1 6 日 か ら3 1 日 ま で の 1 6 日 間 、ペル ー共和国

に行ってきました 。
こ の 事 業に応募した理 由 は 沖縄を離れる

前に沖縄の こ とを 海 外 の ウ チナーンチュとの交流を 通して学 びた

いと思ったからです。
そ の ような思いで参加した こ の 事 業 で は 期 待をはるかに上回る

経験をすることができました。
まず は 事 前 研修で す 。 私たち参加者 は 、ペル ーに立 つ前に3回

の研修を行いました。 事前研修ではペル ーのことについて調ぺたり共有 した りしました。 そ の 中 で 一番 印 象に残
っ た の がカル ロ スさんやリ カル ドさん、アンド レスさんのお話です。 それぞれが違うバックグラウンドをもっている

にも か かわらず 、彼 らの 中には共通してウチナーンチュとしての 誇りがあると感じました 。
そしてペル ーで の 2 週 間で す 。 ペル ーの家族になじめるかどうかとても不安というのが空港のゲー トをくぐる直

· 前ま で の 私 の 正 直な 心境でした。 しかし夜 中 の 到 着 ロ ビ ーで私たちを出 迎えてくれた大勢の笑顔を見た瞬間に

そ の 不 安 は 消 え ました 。
ペル ーで は 主に県人会館を拠点にして若者から年配の方まで大勢の方と交流を行いました。 特に沖縄ペル ー

移民 1 1 0周 年記念式典で は 、ペル ー各 地 や沖縄から集まった大勢の 人と話をすることができました 。 県人会館で
一番印象に残ったことはそこで は 中 学 生 か らお年寄 り ま でが

一つのコ ミュニティーを作って活動しているという ことでした。

tつ ャ 私の 地 元宮古島で はこのような風景 はめったにあ りま せん。

しかしこの ことが伝 統や文化 の継承を行う秘訣 で あ るとわか

り 、帰国後は私が率先してこのような機会を作っていこうと決

心しました。.. t また研修の中で は沖縄ペル ー移民の歴史を学習する機会

があり ました 。 その中で は 1 1 0年前にペル ーという 地 に渡った

先人たちの 苦労や努力を知ることがで きました 。 そして私 がこ

の よ うな強靭な精神と体 力 、ゆいま ーるの 心 を 持 っ た 先 人 た
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ちと同 じウチナーンチュであることに誇り を持つ ことができました。 そして歴史を学 ぷこと の意義を学 び ました。

こ の2週間で私はペル ーに家族と友達ができました。 世界に広がるウチナーンチュ の絆を見ることができました。

私自身がウチナーンチュであることを誇り に思いました。 そしてこれか ら の沖縄を担って い く 人材として 、 沖縄や

地 元宮古島 の歴史 や文化をもっと学 んでいこうと決心しました。 そ の 一環として去る1 0 月 の27 日 か ら行われた世

界 の ウチナーンチュ大会に参加してきました。 初めて の参加でしたが 、想像 以上 の外国から の 参加者 に驚きま

した。 そ のなかに は親戚に会いに来た人 、おじいやおばあ の故郷に初めて来た子供たちなど 、様 々 な 目 的 の方

がいました。 それを見て私は 、 また帰ってきた居場所 、 また会いたい人がいる場所 、 ぜひ 一 度訪れてみた い場所

「沖縄」 の存在意義を深く感じました。

これら のような経験は 、遠く離れた宮古島に住む 人は簡単に はできません。 だからこそ私 は こ の経験を支えて

くれたすべて の方に感謝して、 率先してこ の経験を宮古島 の人たち に伝えていく義務があると思います。

残 り 少ない高校生 活ですが 、 これから 島を離れていく 同級生 を中 心にウチナーンチュであること の 素 晴 らしさを

伝え ていきたいと思います。

開 邦 高 等学校 2年 謝敷 揺

私は 、海邦蓑秀で移民 の歴史や文化を学 ぶため にペル ー に行きま した。

ペル ーでは 、移民1 10周年記 念式典 、市町村 のパーティー ヘ の参加 、伝統料理でもあるセ

ピーチェやロモサル タード作 り やダンス 、 スポーツ交流 、学 校訪問など様 々 な体験をさせ てい

ただきま した。 私にとっては 、 とても費重で濃い2週間でした。＿ 
そ の 中 でも三つ のことにつ いて書きたいと思います。

まず 一 つ 目 は移民1 1 0年記 念式典 、市町村 のパーティーヘ の参加につ

いてです。

移民式典では 、迎える側として のお手伝いでした 。 そ の感覚がとても不

思議でしたし 、沖縄と のつながり や移民 の歴史 の長 さをもっとも感じた体

験でした 。 市町村 のパーティーでは 、北中城と出身である与那原町 の ほ

うに参加 しました。 北 中 城 のパーティーは 、すごい人数でびっくりで した。

またダンスを近くで見たり 、鐸台 に上 がって歌を歌ったりしました。 与那原町 のパーティーでは 、 各テーブル を 回

って写真を撮ってお話を した り 、ダンスを 一緒に踊ったり しました。 自分 の 生 まれも育ちもペル ー で あ るの に 、 祖

先 の 地 元に対 して大切に思っていて 地 元愛 のような のであふれているなと感じました 。 また 、 私 自 身 の 地 元 こと

をすごく誇 りに思える瞬間でしたし 、 知らないことがいっぱいあることに気付ける瞬間でも あ り ま した 。

二 つ 目 は 、ホームステイをしたことです。 私がお世話になったホス トファミリ ー は 、現在 沖縄 に 留 学 できているみ

ゆきさん の家族でした。 与那原出身 の方で昔 の写真や町人会でやったこと 、ペル ー の ことなどを教 え ても ら っ た

り しま した 。 私 の話にも熱心に聞いてくれて 、 目 標 の一 つでもあった異文化交流ができま し た 。 年 の近 い娘さん

は 日 本語を話すことができなかった ので英語で会話を試みた のですが 、 い ざ話そうとすると言葉 が う まく出てこ

なくて 、悔しい思いをした ので 、英語をもっと勉強 しなけれ ばと思いました。 楽しかった の は 、 ホ ス トマザー のナン

シーさんと夜二人で家 の近くを散歩 したことです。 たくさん の店があって 、 日 本ではなかなか見 られな い 果 物 がた

くさん積まれている光景を発見したり 、家に仏壇があったりと驚き の連続でした 。 ホス トファミ リ ー は 、すごく温か く 、

家族 のように接してくれてペル ーにもう 一つ家族ができたようでうれしかったです。
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三つ 目 は 、私 の遠い親戚にあったことです。 ペル ーに行く前、親戚 のおばさ

んか ら姉が ペル ーにいるが 、もう20年上あっていないため現在 どうしてるか

わからないということを聞きました。 ナンシーさんに話したところ、少ない情報

の 中 一 生 懸命探 してくれて 、会うことができま した。 九十歳を超えた今でも元

気で 、うれ しかったです。 一番は 、私が普段お世話になっている親戚 のおば

さんとお姉さんを 、テ レビ 電話を通 じて合わせることができたことで す 。 お互

いにと泣きながら話す姿に感動 しました し 、 二人 の架け橋 の ような役割 を担

うことがで きてうれしかったです。

私 は 、こ の研修で行った ペル ー が初めて の海外で 、 最初は正直不安が大

きかった の で す が 、 そ の不 安 を吹き飛ばすほど楽 しく過ごせました。 ペル ーに行っ て学んだ こ と は甜ききれなし

ほ どあ り ます 。 そ の経験を多く の 人に伝 え られるようにしていきたいです 。 また． 研修後に参加 した世界ウチナー

ンチ ュ大 会で は 、ペル ーでお世話になった方含め 、 世界には多くのウ ヂナーンチュがいて、 誇 り を持って し ヽ ること

を知 り ま した 。 沖縄に住んでいる私たち は世界にいるウチナーンチュに負けないよう 、 沖縄 の ことを勉強しなくて

；まならないなと思いま した し 、世界にウチナーンチュがいること 、 そして今沖縄に住んでいることを誇りに感じまし

た。 ペル ーで はたくさんの方と関 わり 、繋 がることができました。 こ の 繋がり を 一 生 大切にし 、 もっと繋 がり を広 げ

られるようにしていきたいです 。

豊見城南高等学校 3 年 大城藤生

8 月1 6 日 から31 日 ま で の 2週間 ペル ー共和国にて 、ホームステイを しました。 那覇空港で行

われた出発 式で は多く の 報道者 、事業関係者 、保護者にも守 られて決意表明をし 、 私 は そ の

中 で 「 ペル ー で学んだ ことを 沖縄に持ち 帰り 、友人 や家族へ伝える」 という 目 標を立て飛び立

ち ま した。 はじめ は 、初海外ということで 緊張と不安で 目 的意識を忘れそうになるほど 、 頭が真

． っ 白 になってい ま した 。 し か し 、メンバー の 心 得 は 、 「 全員がリ ーダー」 だった ので 、 私 一 人が表にそ の 感情を出

す と メ ン バー 全 体に影響 して しまう ので 、逆に私 自 身 が 引 っ 張っていく

気持ちで研修に臨みました。

東京 の 成 田 か ら 約 1 2 時 間 の 長いフライトを経てアメリカ ジョ ージア州

ア トラ ン タに到着 し ま した 。 そ こ か ら 色 々 とハプニン グに見舞われ 1 日 ア

メ リ カ で 1 泊 す るこ とにな り ま したが 、そ の後 、6時間飛行機に乗 り 、無

事 目 的 地 で あ るペル ー共和国へつきました。 空港 のロビ ーで は 、深夜 1

時な の にも関わらず多く の県 系 人 の方 々 がお出迎えを してくれ 、 そ の瞬

間に 自 然と不 安 も 消 え 、それと同 時に期 待と安心感でいっ ぱいにな りま

した。

私 のホ ス トファミリ ー のマエゾノ ・ 金城一 家 は 、 日 常会話がすべてス ペイン語で 、 生 まれて初めて朝か ら晩ま

で 日 本語以外 の言葉にどっぷり浸かる日 々 が始まり ました。 始め の頃は 、まったく理解ができずファ ミリ ーと 少 し

距 離 が 遠くなってしまいま した。 こ のままだと最終 日 まで続くと思った私は 、積極 的に引 率者 のアル トゥ ー ロさん
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から習った言葉で話しかけた り 、身振り手振りをしてコ ミュニケーションを取るこ とができ 、 徐 々 に で は あ り ますが

距離を近くしていきました。 私はこ の時に 、「 言葉が通じなくても 、身振 り 手 振 り だ け で 思 い は伝わる」 と いう こ とを

学 ぶ機会になると共に 、将来的にはス ペイン語で の会話をできるようにするという 目 標ができました。 お母さんの

アナさんは 、 いつも私 の体調を気遣ってくれてとても優しい方でした。

ペルー 沖縄県人会間 は 、とても広くサッカ ー場が2つ 、ゲー トボール

場やバレーポールコー ト 、プ ールなどがあ り そ こ で は 、沖縄県人会青年

部 の方々 とス ポーツ交流を行い 、 友情を深め合 いました 。

今回 の研修 の 一番 の 醍醐味である「 沖縄県人 移 民 1 1 0周 年記 念 式

典 」 で は 、 県人会関係者と共に運営に携わりしっ か り と 沖縄 の 若者代

表 として参加して 、 ご焼香をあ げて移民 1 世か ら始まった移 民史を肌で

感じるこ とができました 。 式典後には 野外ス テージでエイ サー やみんよ

うなど のパフォーマンス が開かれ36人 の移 民者か ら伝わった 沖縄 の 歴

史 ・ 文化が今 の時 代(3世 、 4世）へ受け継がれ 、県 系 人ではない 日 系 人 やペルー 人にも伝わっ て い るこ と も 知 り 、

改めて ウチナーンチュとして生 まれて誇 りを持つこ とができました。

私は 、こ の研修 のおか げで世界観が広くなり 、まだウチナ ーンチュとして足 りない部 分 が 多 い こ と を 気 付 かさ

れました。

10月 27 日 か ら3 日 間 「第6回世界 のウチナーンチュ大会」 が行われました 。 私 は 、 いままでにイベン ト が何な の

かさえわかり ませんでしたが 、今回 の事業に参加することでこ の大会 の 目 的 、 そして5 年 に 1 度しか開 かれない

特別な 日 に世界 中 か ら ウチナーンチュが集う盛大な祭りであることが分か りました 。 そ の 中 に は 、ホス トファ ミ リ
ーも参加していて 、お互 い のル ーツである沖縄で再び会うことができました 。 こ の経験 は私 と 同 事 業 メン バー に と

って 、忘れられない出来事になったと思 います。

マエゾノ ・ 金城ファ ミ リ ー 、 ペルー沖縄県人会 の皆さま 、事業関係者 の方 、 そして保護者に感謝しています。

「Muchas Gracias」

琉球大学 2 年 佐渡山 水萌 ィ

私 は親戚に移民者がいたため 、 今移民をした

l 人たち は ど のような暮らしをしているの か とても興

味があり 、また大学 に入学 し何もせずにいる自分

自 身 を 変 えるチャンス だ と 思 い 、海邦養秀ネッ ト

ワ ー ク 事 業 に応募しました 。 そして実際に今回 は南米ペルー に行き 多 く

の驚きと学 び 、 「 ウ チナーンチュ の肝心」 というも のを強く感 じました。 また
何よ り も 、私 の 人 生 においてターニング ポイントとなる経験をさせて頂き 、

沖縄か ら遠く離れたペルー の 地 で 「 沖縄」 を再発見した こ と にとても驚き

ました。

今 年 は 沖縄からペ ルーヘ の移民が始まって1 1 0周 年という記 念 の 年であったた め 、記 念 式 典 や 沖縄県 系 人 ら

によるパーティなどが 多 く あ り ました 。 そ の際には必ずかぎやで風でス ター トした り 、三線やエイサーなどが披露
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たすべきことだなとも思 いました。

されたり して沖縄 の伝統が大切 に守られていました 。 そ の こ

とに非常に驚き感動したと同 時に 、琉球舞踊も三線も分か ら

ず逆に教え てもらっている自分自身が恥ず かしく も感じまし

た。 またペルー沖縄県人会館で仲宗根さんという方か ら移民

についてお話をしていただいたときに 、 「 ペルーでも1世 の高

齢化か ら移民についてよく知らない若者もいるが、 今沖縄に

住んでい る人たち はさらに私たち移民について関心が無い

だろう。 だから知ってほしい 。 」と話されていて 、 今 こうやって

現地 に行っている私たち が沖縄 の次 世代を担う若者として果

そ こ で帰国後 、 よ り 移民や沖縄 の歴史につ いて深く学びたいと思い大学で移民 の授業を殿修した り 、 三 約を

学んで世界 のウチナーンチュ 大会 に参加したり しました。 そ してペ ルーで学んでをたことを発伝す そt.::li) ：：：、 教授

や沖縄NGOセンター の方々 、 ペル ー からウ チナーンチュ大会のために来；千していたカ リ 丁さんに協 刀 して頂きな

鳴 が ら授 炉 の 時 間 を 頂 き 、 報告会を行いました 。 実際に人 の前に立って何かを伝え るということ の難しさを痛感し

ましたが 、 これを新たなス ター トとして沖縄県 の代表としてペルーヘ行かせて頂いたことやお世話になった方 々

ヘ 少 しでも恩返しできように活動していこうと思います。

鳴

そして最後に 、約2週間忙しいス ケジュ ー ル の 中 、 色 々 なところに連れて行ってくれた り現地 の食文化につい

て教 え て くれ た り と温 か く 迎 え 入れてくれた 比嘉宮城ファ ミ リ ーに感謝します。 また、 今回 の ウチナ ーンチュ大会

で再会する こともで きました。

遠 い 地 球 の 裏側 に新しい 家族が出来た事が私 にとってなにより の 宝 物 となりました。 こ の研修で生 まれた海

邦養秀 メンバー や ペ ル ーと の繋 が り を 大切にし 、次 世代 の ウチナー ネットワ ーク の担い手として頑張っていきま

す 。
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読谷高 等学校 3年＿＿渡嘉敷 慈 安

私がこ の事業 のことを知った の は 、 父 が留学 のことを調べていた 時 に 知 り ま し た 。 ペ ル ー

へ の派遣だと 知 り 、 自分 のルーツを知るため に 、 い い機会だ と 思 い ま した 。 私 の 両 親 は 、 ペ

ルー出 身な ので、 自分 の先祖 のことを知ることが出来るいい機会と思いました。

派遣 の事前学習では 、 顔合わせから始まり 、 アイスブレイクをして、 ペ ルー の こ とを 調 べ て

お互いに発表しあいました。 私は、 ミラフロ ー レス区 のことを調べました。 事前研修では 、 スペイン語 の基礎的な

勉強もして、 グループ の絆を強くしていきました。
ペ ルーに行く準備も着 々 と進んでいき 、 8 月 1 6 日 に ペルーヘ 出 発 しました。 ア メ リ カ に 着 い た 時 に 、 ち ょっ と ハ

プニングが起きて、 アメリカに一泊する ことになりました。 ハプニングは 、 アメリカ の入 国零杏てつ 時間 ぐ ら い かi3

って、 ペルー行き の飛行機を逃 してしまったことです。 ですが、 こう いうハプニングも 人 生．”うち ては 、 必要なこ と

でもある思いました。 県 のお金を使って研修に行かせてもらっ

ている ので 、 不謹慎かも しれませんでしたが 、 偶然にも2か国

を知ることが出来て 、 とても良 い経験になりました。

ア メ リ カ を 一泊して、 次 の 日 午 後 に 、 ペルー行き の飛行機

に乗り ました。 8時間 飛行機に揺られて、 ペルーに 、 深夜頃に
ペルーに着きま した。 そこで 、 再びハプニン グが起こり ました。

今 度 は 、 グループ の 大半 のメンパ ー のカバンがアメリ カ に残

ったままになっていました。 皆、 暗い顔、 申 し訳ない気持ちで

カパン受け取り所を出 ると、 ペルー の沖縄県人会 の方とホー

ムステイ のファミ リ ーが皆笑顔で待っていてくれていました。 私 の父 の姉も 一緒に待ってい て 、 と て も り喜 し そ う に

私たちを見ていました。 皆で写真を撮り 、 もう深夜だった ので、 皆ホームステイファミリ ー と 一 緒 にそれぞれ行きま
した。

次 の 日 から 、 ペルーで の研修を始めま した。 スケジュール は 、 朝 の6時ぐらいか ら 夜 の 9 時 ぐ ら い ま で 、 ぎっ し
り の研修でした。 ぎっ しり のスケジュールであ りながらも、 疲れることは 、 あ り ま せんでした 。 研修は 、 大 体 沖縄県
人会で行われて 、 そして現地 で の研修も行いました。 第2次 世界大戦 のころ の 日 本 ・ 沖縄 か ら の 移 民 た ち の こ と
を教えてもらいました。 最初に移民が着いた のはセロアズル ・ カ ニエテという港に行きま した 。 最 初 の 移 民が 着 い

た港跡で、 石碑に書かれた意味を教 え て も らった り 、 そ の 港 近 く

の 町 を 案 内 、 教えて も ら い ま し た 。 ペ ルー で は 、 勉 強 以 外

にも、 ペルー料理 の勉強も しました 。 教 えて も ら っ たペ ル ー料 理

は、 セピチェという生 白 身 魚 のサラダ と 、 ロ モサルター ド と い う 牛

肉がメイン炒 め 物 でした。 私 は 、 牛 肉 が食 ぺれ な い の で 、 鶏 肉

で 作 り ま し た 。 初めて作ったも の で も 、 皆 で 作 っ た も の は 、 美 味

しかったです。 そして、 8 月 28 日 は 、 沖縄県人移 民 1 1 0周 年 記念

日 でした。 そ の 日 は 、 沖縄県知 事も 、 各市町村 の 謙 員 や 長 たち

が来ました。 私たち は 、 光 栄 にも 1 1 0周 年記念式典に出席 し ま し
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た。 楽 し い 時 間 もペ ルーにつ いて の勉強時間も 、終わりに近づいてきま した。 ペルー滞在最終 日に 、ペルー のラ

ス ・ レ ジェンダ ス 動 物 公園と 、 中 央協会 ・ 大統領官邸 区に行きました。 動物 公園では 、ペルー のアルパカを筆頭

に、 多く の 動 物 がお り 公圏 の 中 央近くにプ レインカ時代 の遺跡があ り 、歴史遺産を見ることもできました。 中央協

会 で は 、スペ インが ペ ルー を侵略した 時 か ら の時代を記 していま した。 また 、地 下には 、歴代 のスペイン の大将

や協会 の神父様など のお墓 や 骨 が あ り ま した。 昔 のペルー の歴史を最終 日にも、 習うことが出 来ました。 見学 が

終 わ り 、急いで空港に行きま し た 。 今回は 、乗り遅れないように 、余裕があるように 、行きました。 県人会 の皆さ

んも 、ホー ムステ イ ファミ リ ー の皆さんも 、 私たちも皆 、 ハグしたり 、 泣いた り して 、 離れがた かったです 。 皆 、 2週

間だ け行っ たとしても 、もう 、家族になっていま した。 ウチナーグチでも言うとおり 、 「 イチャリバチョ ーデ」で した。
ペルー の 第2 の 家 族と別れて 、無事ハプ ニンダ わな ： 、4,笠に店きました。

今回 の ペ ルー派遣研修を経験して 私は丘 ヤ し ヤ＾t．,:.， .T; --
ー・—, 9;； -！ ．，.l o ,．、 ノ →て9 , r_ 1、ミげて大きな家程を投げる翠 召［になり

陽

た いと思 いま した 。 そ し て 、研修を始める前は 、 自 分に 自 信がなく 、 ＾ 芹匁 リで豆ら ですが ． R{ 't;-�: ·J) �;' i c.- . �-= 

分に少 は 自 信 が あ り 、 人 見 知 り は 、 ま だ 治 りませんが 、 人とは 、 ゆっくり でも 、 接することが出 菜るよう ！ こなり

ま した 。 こ の研修 のおか げ で 私 の視野も世界もネットワ ークも 広がる素晴ら しい 経験でした 。 あ り がとうござい

ました。

向 陽高等学校 2年 武 内 あい

私 は こ の事 業に参加する前までは移民 のこと 、世界 の ウチナーンチュ のことにつ いて多

く は知 っ ていませんでした。 しか し事前研修で の リ サーチから始め 、チー ムビ ルディングを

進 め て い く 中 で少しずつ ペルー の移民を近くで感じることができていきま した。 事前研修で

は派遣先 の ペ ルー の 気候や食事 、 ペルー沖縄県人会 のことや移民 の歴史などをリサーチし 、メンパー全員で共

有 する ことで学びを深めることができました。

私 が こ の 事 業に参加し て感じた の は 「 ウ チナーンチュ のつながり の強さ」と「 感謝すること の大切さ」 、 「文化を継

承 す る こと の 重要性」です。

〇 ま ず 「 ウ チナーンチュ のつながり の強さ」についてです。 これは世界各国 の ウチナーンチュにおいても言 えるこ

とだと思 い ま す 。 ペ ルー沖縄県人会 は 、誰かに何かあれば心配し 、楽しいことはみんなで共有 する。 そんな家族

の ようなあたた か いコミュニティでした。

私 自 身 、研修 中に体調をくずしてしまったことがあ りました。

し か しそんな 時 、 遠 い 沖縄からきた私 の ことを本気で心配し 、

気 遣 っ て くれ た の はホス トファミ リ ー や沖縄県人会 の方々でし

た 。 そ の 時 に ウ チ ナ ーンチュはみんなで助 け合 うという 「ユ イ

マ ー ル 精 神 」 が 地 球 の裏側 の ペ ルーでも根付いている のだと

知 り 、 とても 感 動 し ま し た 。さらに沖縄 の 中 でも 、 自 分 が西原

町 の 出 身 だと言うと西 原 出 身 の方 々 はとても喜んで 、暖かく

迎 え てくれま し た 。 また 、 研修後に参加した 1 0 月 に開催された

世 界 の ウ チナ ーンチュ大会では 国という枠組みを超 えて同じ ＿ 

ふ るさとを持っ て い る 、 ウ チナーンチュであるというつながり を再確認し 、そ のつなが り を よ り 強 く す る ことが で き
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たと思いました。 大会中 には世界のウチナーンチュ はウチナーンチュであるという ことをとても誇り に思っている

こ とを知り 、 また5 年後に帰ってきたい と思え るようなふるさと沖縄を作っていくのは私たち若者の使命だと強く感

じました。

また「感謝することの大切さ」は改めて気づか されたことのひとつです。 これまで感謝するこ とを忘れていたわ

けではあり ませんが、 ペルー沖縄県人会の方 々 は 、 遠く離れたペルーヘ移民し、 大 変な苦労をしながら 今 日 の

ペルー 日 系社会を築き上 げた1 世の方 々 を敬い 、 感謝していました。 そんな姿を見て 、 私も改めて大切 に し な け

ればいけないことだと思いました。 この感謝と いうのは今回の海邦養秀 ネットワ ーク構築事業に携わってくれた

全ての方々 への感謝です。 お世話になったホストファミリ ー 、 沖 縄県人会 の方 々 、 家族、 共 に 研修に参加 したメ

ンパー
、 事前研修から全てサポートしてくださった県庁の方 々 や旅行会社の方 々 などたく さんの方のおか げで私

はこの事業に参加 し 、 良い経験をすることができました。 そして何より 沖縄県 には この惑命をこれか ら 少 し ず つ

恩返し していきたいと思ってい ます。

そ して「文化 を継承する ことの重要性」 を私 自 身 ペルー でも

のすごく考えさせ られました。 私が驚 いたの はペルー 沖 縄 県

人会の方 々 は三線、 エイサ ーもでき 、 さ ら にはうちな一ぐちの

勉強にも励み、 次世代へ沖縄の文化を継承 していく努 力 をし

ていました。 それに比べ、 沖縄の文化を知 らず 、 何もできない

自 分がとても小 さく、 恥ずか しく感じま した。 沖縄のこ とをもっ

と深く知りたい 、 次世代へ伝える努 力 をしな けれ ばな ら な い と

思い 、 今は その 一 歩 と して三線に挑戦していま す 。 また 、 「 伝

える」 という意味では 、 この事業で学んだこ とを学校で報告す

る機会をいただき 、 私の経験を校内で共有することができました。 それもまた私にとって 良い経験となり ま した。

この海邦養秀ネットワ ーク構築事業に参加したこ とでより 沖縄を好きになれました し 、 自 分のルーツやアイデ

ンテイティを再確認する機会にもなりま した。 また 自 分 自 身のネットワ ークを広 げることもでき ま した。 こ こ で 終 わ

るのではなく 、 これから 先もこのネットワ ークを大切 に し 、 より 広 く 、 より 強く していきたいと考えています。 そ してい

つでもウチナーンチュと しての誇り を忘れることなく沖縄もウチナーンチュも大切にしていきます。

劃”

駈W‘
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陽

派 遣 後 の 活 動 ～ 研修での学びを学校の授集やイベントで発信 し活躍 ！ ～

①実 施 日 ②場所 ③内容 ④感想

■城間美貴（名 桜大学 ）

①201 6年 1 0月 9日（日）

②名 桜大学 サクラウム6Fスカイホール

③世界 ウ チナーンチュ学 生サミットを実施。

各市町村にいる海外から の研修生 や県費 留

学 生 を集めた。 そ して、 ウチナ ーンチュ移民

に関する歴史を学 び 、 世界 の ウチナー ンチ

ュ の 相互理解 や交流 を 図 っ た 。 私 は そ こへ

実行委委員長として参加し 、 ペル ーでウチナ

2 0 ,...,o 9 .. �ぷI - . 

ーンチュ の 人と関わった経験を共有 し 、 実行委 員みんなでサミッ トを作 り上げ 、 開催することができた。

④こ のイ ベントを実施したことで一 緒に実行委 員をした名 桜大学 生がウチナーンチュ の移民について興味を持っ

てくれました。 そして、 移民 の 人たちがいる地 域へ の 留 学 を希望する人も出 てきました。 また、 大学 外から 来てく

れた方か らは名 桜大学 で移民 の勉強をしたり 、 研修生と関わり を持ちたいと考えているという声を聞くことができ

ま した 。 それによって 、 ペル ーで の経験で の経験を色んな人 に伝えることができ、 改めてこれから自分 の やるペ

きことも知ることができま した。

■ 武 内 あ い（ 向 隅高校）

①201 6年 1 0月 28日（金）

②向 陽高校

③ペル ーか ら ウチナーンチュ大会 の ために沖縄へ来ていた4世 のカリ

穐 ナさんと一 緒 に クラス の 友 達 にペル ー の ウ チナ ーンチュ のことや沖縄

移民 のこと、 自分が 実際にペル ーに行って経験したことを伝えました。

④1番 に本 当 にこ の 出 前授業をして 良かったと思 いました。

研修でペル ーに行って終 わ り で はな く 、 見たこと ・ 感じたことを皆と共有

でき 、 世界 の ウ チ ナ ー ンチュ の存在を少しでも知っても らうことができ
たと思います。 また 、 「移民 のことを知れて 良かっ た」、 「 自分も沖縄 の文化を伝 えていく努力をしていきたい」とい

う声ももらってとてもり喜しかったです。
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■佐渡山水萌 （琉球大学）

①20 1 6 年 1 0月3 1 日 （月）

②琉球大学

③海邦養秀 の 報告会と移民 のクイズ 、 学 生 か ら（カ リ ナさん 、 なみえさん 、 ニ

コラスさん）へ の質問

④世界 の ウチナーンチュ大会 の 翌 日 であったため 、 ペ ルーか ら 来 沖してい

たカ リ ナさんや 中 城村 の研修生 にも参加 して頂き 、 よ り 海外にいるウチナー

ンチュ を 身 近 に 感じてもらえる いい機会であった の ではないかと思いました 。

参加 した学 生 か ら は遠い南米にもウチナーンチュいるなんて知 らなかった、

面白 かったと言ってもらえてとてもり喜しかったです。 また自分が研修を通して

学んできたことを相手 に興味を持ってもらえるように伝えること の 難 しさを感

じ、 これ か ら工 夫 を しながらもっと移民を したウチナ ーンチュ のためになるよ

うなことを していきたいと思うキッカ ケになりました。

■ 与座晨 （宮古高校）

①20 1 6年 1 2月1 3 日 （火）

②宮古島 市立下 地 中 学校 、 城 辺 中 学校

③「アミーゴス ！ ペルーを知ろう ！ 」沖縄移民発 、 多文化共生というテーマ の

もと、 ペ ルー研修参加 の報告とペルー の 紹介を行った。

④宮古 島 は 地 理的 に沖縄本 島 か ら離れているだけではなく 、 経済的にも恵

まれない家 庭 が 多 く 、 海外に興味を持つ機会がほとんど あ り ませ ん 。 だから
ペル ー の紹介をすることで、 中 学 生 に海外に少 しでも興味を持ってくれたら

いいなとい う思いでこ の発表会に臨みました。 終 了 後 に は 質 問 し に来 てくれた 中 学生 も い た の で 、 成 果 は あ っ た

のか なと感 じました。 また自分自身 、 大勢 の前で発 表 した り 、 ダンスをした り す る な ど の 貴重な経験をする ことで

成長できた ので良かったです。

＇

 

゜

■ 大城藤生 （豊見城南高校）

①201 7年2月9 日 （木）

②豊 見城南高校内

③研修プ ロ グラム説明、 体験談（スポーツ交流 、 日 系 人青年部 の 方 々 と の交流会 等）

④県 の代表だ けでなく 、 学校 の代表としても参加 したことを改めて実感する事ができま し た 。 自 分 自 身 が海 外で

体験した事 を 同 じ学校に通う 友 人 ・ 先 生 に伝 え る ことは滅多 に経験する ことがない のでとても 良 い機 会 に も な り

ました。
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■ 宮城亜希（沖縄国際大学）

①201 6年 1 0月22 日（土）

②沖縄国際大学

③ 多 文化 共 生 モデル事業文化講座 「沖縄移民ワ ー クショップ」

④沖縄移 民 の 歴 史 や現状を知ってもらうためのワ ークショップに参加 しまし

た 。 そ の 中 で私 が実際に現地 へ行って学んだことや驚いたこと 、知ってもら

い た いことなどを話し 、とても良 い経験とな り ま した。 この 日 はウ チナンチュ

大 会 が 近 か っ た ことも あ り 、沖縄移 民 に つ いて注 目 してもらう機会として 、

婿 し く 思 い ま し た 。

■ 神谷純輝 （ 沖縄大学）

· 
①201 6年 1 0月1 1 日 （火）

②沖純大学 ス ペイ ン語クラス

③ONCと の 合 同 授 業 で 、最初 は ワ ークショップで沖縄で思いつくもの は ？

とみん な に 問 い か け て黒板に書かせて 、沖縄について簡単に述べてもらい 、

移民につ い て話 し た 。 それから上 地 リ リア先生 に店 員役をしてもらい 、より

移民者に近 い 体 験 を してもらうため 、 買 い 物 ゲームをしました。 それから 、

私がペ ル ー で学んだ移民の事 、歴史 、文化を伝えました。 それ から 、より ペ

ルー文 化 を 伝 わ る よ う に 、おや つタイムでペルーのお菓子を食べてもらっ

た。

④初め は 打ち 合わ せ か ら 入って 、ペ ルー で私が体験 した事 、学習した事をいかに若い世代に伝えるかを考えま

したね。

私 はペ ル ー に 行 く前 か ら 自 分 は行って体験するだけでなく 、学んだ事を伝えるのが私の役 目 だと思っていたの

で 、準備 、打ち 合わせ は綿密にしま したね。 学校側と専任の先生 、ONCの皆さんおか げ成功 しました。 みんなに

鳥 私の学びが伝わってり喜し か っ た です。 私がペル ーに行って 一番の収穫は向こうの 人が沖縄の文化を継承する

努 力 を して い た 事 で し た 。 皆 、沖縄愛 が強かった。 これは私達が 一番持っていないとい けない心でした。 まさか 、

海 外 に 行 っ て よ り 沖縄の 事 を 知 る 事 になるとは思 いもしませんでした。 外に行ってうち の事を知るこれは 一般的

な旅行とは別 の 感覚でした。 これからもっと沖縄の事を発信 していきた いと思います。

■ 新垣梨依乃 （慶應義塾大 学 ）

①20 1 6 年 1 0月5 日

②慶應義塾大 学 、ス ペ イン語の 授 業 内

③食文化を メ イ ン テー マ に 、派遣の 目 的や 日 程などを30分 ほどで紹介しました。

④予 想 よ り 南 米 や移 民 に 関 心 の あ る 学 生 が 多 く 、興味を示 してくれたことがり喜しかったです。
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派遣後アンケー ト

Q 1 ． 滞在 中 、 海外 の ウ チナーンチュ の 歴

史 や生活、 ウ チナーネッ ト ワ ークを学ぶこ

とができましたか ？

◆カニエテ、セロアズル など の移民発祥 の 地 やステ

イ先 の 家族史 を聞いた り、現在も頑張っている日

系 企 業を見学して、昔から今まで の歴史 の流れや

これか ら の 日 系 ・ 県 系 グ ル ープ の ビジョンを聞くこと

がで きました 。 それが、自分を 振り 返ったり、こ ら か

ら のことを考える力となった。

◆ 滞 在 中 も 生 活に日 本語が混 じっていた り して ウ チ

ナー の 精 神 が 感 じ られて ネット ワ ー クも学 ぺまし

た。

◆ 移民 の 歴 史 を 中 心にウチナーとペル ー の 友 好 関

係について学 ぺた。

◆施設を見学したことで、県 系 人や 日 系 人がど のよう

な歴史 の 中 で 生 活してきたか、知る事ができた。 ホ
ームステイや県人会と交流をしたことで県 系 人 の

想いを知ることができた。 特にアイデンテイティーや

沖縄に対する想いなど。

◆県人会や工場見学 を 通して、移民してきた人達 の

話を聞き、歴史を学 ぶことがで きた。 また、沖縄 の

伝統（音楽 や仏壇など ） を大切にしていることを強

く感じた。

◆県人会やホームステイを通して、普段 の 生 活だっ

たり、ペル ー の人 の人柄だったりを感じることが出

来 ました 。 また、県人会 の 人 が 沖縄 のことを大切

に思っていて、す ごく感 動したし、 日 本 の 良さもペ

ル ー の 良さも気づくことができたと思いました。

◆ こ の 事 業 で 本 当に多く のことを学 ばせていただき

ました。 県人会 の方々 と の交流で は、実際にペル
ーで沖縄 の文化を守 り続けている姿にとても感動

しました 。 移民 の 歴 史 も事前研 修 ではわからなか

ったことが実際に行くことで見えることが多くあ り ま

した。

28 

◆滞在 中 は ペル ー の文化を 知ることができました。

生 活や食事、言語、風習、すべてにおいて 異文化

だった ので、様々な発見ができ、沖縄と比較するこ

とができました。 ウチナーネットは素晴らしい。 南米
ペル ーで沖縄 の心を持った人が大勢いた ことに驚

きました。

◆ホームステイで現地 の 生 活 は 学 べ ま した 。 うちな
ーんち ゅ の 歴 史 は県人会幹部 の 仲 宗 根さんのプ

レゼンで学 べました。

◆はい。 主に県人会を拠点として の 活動でしたが、 そ

こで仲宗根さんのお話しや 式 典 、 若者と の 交流を

通して、ウチナーネッ豆？ ータを字ぷだけでなく、自

分もその 一 員になることが出 来ました。

Q2. 派遣先ペルーの 方 々 と の 交 流 はでき

ましたか ？ 印 象に残っている交流は、 何で

すか ？

◆ 1 1 0周 年 式典 の ために、三線 をペル ー の 方 々 と リ

ハーサル から本番ま で参加したこと、また元県費

留 学 生 メンバーがかぎやで風を 踊 るという 事 で 、

先 生 として少し指導し皆と協 力 して 一 つ の事 を や

． 

り遂 げる良い思い出 となっ た。 青年会 の 人た ち は ．： 
同 じ年代で、生 活も忙しい はずな の に、イベント運

営やダンス の練習などに熱く 力 を入れていて、そ

の 姿に心を打たれた。 安座間 ジョンさんのバンド

見学 なども通 じて多く の友達を作ることができた。

◆ ち ょっと 日 本語を混ぜてで きるだけス ペ イン語でし

ゃぺっ て交流した。 シフォンケ ーキ のホール を 買 っ

てくれて、ホームステイファ ミ リ ーとお茶と一 緒に食

ぺたことが印 象に残っています。

◆テイティカカ の会場で自分 のホストファ ミ リ ー 以外 の

ファ ミ リーとラテンダンス したこと



゜

濤

◆ 式典 の 時に一 緒にカチャ ーシーをしたり、話をして

友達を作ることができた。

◆ス ケジュ ール の 都合 で あ ま り 時 間 はなかったが、

日秘文化会館で日系 人 の 若者と交流したことが印

象に残 っ た。 3世、4世になるにつれ日本文化を忘

れてしまうた め 、そうならない ように若者が自分達

か ら文化に触れようとしていて感動した。

◆ 与 那 原 の 集 ま りに参加した 時に、みんな与那原

出 身 ということで、今 の与那原や自分たち がどうい

う活動 をしてい る の か とかをいろいろ聞いたり伝え

た り できて、とても楽しく交流できたと思います。

◆日系 人 の 1 0代位の方々 との交流はとても楽しかっ

たです 。 皆で日本 の 文化を学 んだ り しながらお友

達 も で き た の で、 良 か っ た で す 。 また、県 人 会 ＇�で

方 々 にはお世話にな り っ ぱなしで、たくさん話をし

た り ． 一緒にダンス した り、スペイン語を習ったりと

とても貴重な体験でした。

◆ 印 象に残っている交流は、間違いなく1 1 0周年記念

フェスティバル です。 県 系 人による 沖縄 の音楽、踊

り、またペル ー音 楽、踊 りとの ミックス はとても感動

し ま した 。 最 後にみんな で 踊 っ た こ と は 忘れませ

ん。

◆ 印象に残っ ている交流は、日系 人の同世代の子た

ち と交流したことです。（研修5日目 ） 全体的に交流

する機会 が少ない ような感じがしました。 現地 の方

と（日系 と か 関 係な く ） 交流する機会もあればいい

な と 思いました 。（例 え ば、日本語を学 んでいる学

生 等 ）

◆ 印 象に残 っ てい る の は、ペル ー の若者と の交流で

す。ペル ー の 若 者 の 堂 々 と手を挙 げ、自分の 主張

をする見習うぺき一 面 や、逆にチームワ ークがなく、

個 人プ レー が多かっ た り と文化が違え ば気質も違

うという発見がで きました。

Q3. あなたが期 待したことはこのホームス

テイツアーでどのくらい達成されましたか ？

期待したこと ： 達成感

◆ 「いつもオープ ン、知る、伝える、つながる ！ 」 ：

200/1 00% 

◆人と交流してネットワ ークを広げる： 1 00/1 0ぼ

◆ホストファミリーと の時間：80/1 0ぼ

◆自分から行 動を ！ よ りうちな一んち ゅになる ：

1 00/1 00% ( 1 00％以上です ！ ）

◆日系 人・県 系 人と関わって「うちな一んち ゅ」につ

いて学ぶ。 一生 残る出会いにする1 00/1 00%

♦ 県 人 会 の 人 と の 交 流 、 歴 史 ・ 文化を 知 る：

·1 00.、’1 00祁

令 ぺ）；、 -- （気文 七な学．も で与郎荼． （ 沖透） を 発 ；で 、 ー：：

くさんの 人とつながる ： 100/1 00%

●移民 の歴史を学 ぶ、現地 の日系 人 の方 々 は 彼

ら自身 のアイデンティティーをどう思っているの

かを知る、ペル ーに第2 の家族をつくる、歌って

踊って国際交流：80/1 00%

◆移民 の歴史を学 ぶことなどを通してウチナー

ンチュを学 ぶ ： 1 20/1 00%

Q4. その他感想 、 要望 ・ 意見などあ り ま し

たら、 書いて下さい。

◆ス ペイン語が0（ゼロ ） の状態だったの で、ホスト

や青年会と の交流で英語力 が試された ！

●マチュピチュに行きたいです。

◆ 人 生 で初 めて海外に行く 人も不安になることが

ない ほど、充実していて今後 の自分の海外進出

するための後押しにもなりました。

◆事前研修 がとても良く、きちんと学習できたおか

げで現地 で の移民の話などが頭に入ってきやす

かったです 。 また、これから や り たいことが見え

てきたし、大きな収穫となった研修になった 。 貴

重な体験をあり がとうございました。

◆要 望：2週間 はとても短く感 じたし、時間にゆ と り

29 



がなかったので、 1 カ 月 くらいのプロ グラムを作っ

てほ しいです。

◆感想 ： すごく充実した2週間でした。 ホストファミリ

ー や 県 人会の人たちとのつながり は 、 一 生 もの

だと思うので、 大切にしたいと思った し、 高校2年

という年で南米に行ける人はなかなかいないと

思うので、 とてもいい経験にな り ました。

◆ 本 当 に2週間では短い、 もっといたいと思えるま

でホス トファミリ ーとも県人会の方 々 とも仲 良くな

れました。 た く さん貴重 な体験 ・ 交 流をさせてい

ただいて、 もう感謝、 感謝です。

◆ペルーで県人会の方 々 と 交 流できたこ と 、 地球

の裏側のうちな一んちゅと繋がれたこと、 派遣メ

ンバーとの出会い等、 たくさんの素 晴ら しい経験

をさせて頂き、 この研修に参加できて良かったと

心から 思っています。 サポー ト してくれた 大 仲 さ

ん は じめNGOセンターの方 々 、 県 国際交流推進

課 の 方 々 、 両親、 メンバー 、 受 け入れてくださっ

たペルー沖縄県人会の皆さまに感謝いたします。

Muchas Gracias! 

．

 

◆ 大 仲さんを は じめとする ONCのみなさん 、 諸 見

里さん、 石川 さん、 その他尽 力 してくれた国際旅

行社さん、 玉 代 勢さ ん 、 アルトゥー ロ さん 、 事 前

研修で関わっ てくれたミユキさん 、 リ カル ドさん 、

カルロスさん、 その他のみなさん 、 現地で関わっ

てくれた全ての方 々 など 、 私の成長を支えてくれ

た 方 々 と 、 一緒に成長した9 人のメン バーヘの

感謝の気持ちを胸に世界のウチナーンチュ 目 指

して、 これから走り抜けます。 あ り がとうございま

した。

．
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編集後記
“世界中でたくさんのウチナーンチュが活躍している。 ”

この ことについて、 「知識としてはある けど、 あまり実感がわかないなぁ…」 という高校生、 大学生は意外と多い

のではないでしょうか。 そんな方々 に知って欲しいのがこの海邦養秀ネットワ ーク構築事業です。 実際に海外の

沖縄県人会を訪問 し 、 ホームステイ しながら現地のウチナーンチュとの絆を深めようというこの事業。 参加学生

の育成はもちろん、 若者同士の 交流を通して県人会の活性化にも一役買おうという、 一見シンプルでありながら

奥深い、 出 汁たっぷりでアジクーターな沖縄そ ば的事業なんです。

前 身 の 事業 か ら 数 えて 1 0 回 目 となる201 6年の舞台は、 沖縄県人が初めて移住して 1 1 0周年を迎えたベルー

共和国。 私 は学生達の選考か ら事前研修、 引 率まで、 すべてにおいて携わらせていただきました。

“地球 の 反対側にいるウチナーンチュに会って交流したい
＂

この 気持ち が誰よ りも強く、 ウ チナーネットワ ークの

担い手として大きく成長を遂 げると感じた1 0人の学生を、 多数の応募者の中か ら選考しました。 彼らは期待に応

え 、 事前研修の時から積極的に移民の歴史やペルーの文化について学び、 多 くのこ とを吸収していきました 。

ペルーに着いてからも、 県人会青年部との交流、 移民ゆ か り(J)iもや 収 浜）、経堂企 裟へ r_.

,..

J• 豹翌i 、 弓 本 ．）互訳主

史料館や 日 系人学校の視察 、 民族舞踊 ・ペルー料理のワ ークシ年ップ等 、 県 ．人会が企画 した大変有意 牧なブロ

グラムの数 々 に 、 学生 ら は 目 をキラキラと黄金のインカコーラの ように輝かせながら取り 組んでいました。 また、

彼 ら は 用 意されたプログラム以外にも、 ホストファミリ ーの 方 々 に宮古島 の舞踊クイチャーを披露した り 、 ペルー

に住む親戚に会 い に行った り 、 移住 1 1 0周 年記念式典に準備から率先してかかわったりするなど 、 各 々がこの研

修を よ り 充実 したものにするために 自 ら考え、 実践していました。

今 回 の 研修 で は 、 学 生 達 がすべてのプ ログラムに意欲的 に臨んだことで、 私が当初考えていた以上に大きな

成果が得られたと感じています。 彼らの進んで知識を習得 しようとする姿勢や、 現地の 方 々 とどんどんコミュニケ
ーション を 図 っ て い く姿 に 、 私 自 身 、 お兄さん、 いやお 父 さんくらい年 は離れていますが、 学ばせていただきまし

た。

鳩 学生達1ま 、 研修後 、 ペ ルーでの 経験を学校で発表した り 、 10月 に行われた第6回世界のウチナーンチュ大会

に積極的に参加したり と 、 ウチナーネットワ ークの発展のため、 早速行動を始めています。

彼 ら に は 、 こ の 事業での経験を糧に、 沖縄と世界を股にかけ、 次世代のリ ーダーとしてどんどん活躍してほし

い と 願 っ て い ます 。 そ の 姿をみて、 また別 の有望 な学生がこの事業に応募、 参加 し 、 その 後活躍する というサイ

ク ルが確立されれば、 担 当 者と して喜びもひとしおです。

最後にな り ま した が 、 この度、 将来楽しみなニーセーターとともに、 とうに三十 路を越えた引 率者まで温かく受

け入れてくださったペルー 沖 縄 県 人会の皆様、 ホストファミリ ーの皆様、 本 当 にあ り がとうございました。 各家底

の皆様が、 一 人一人をミ・ イーホ、 ミ ・ イーハ （ 私の息子、 娘） と呼び本 当の家族のように接してくれたこと、 心から

感謝しています。

私 も 少 し はスペイン語を話せるようになって、 いつの 日 かニエト （孫） の顧を見せ に再訪できることを願っていま

す 。 で は 、 そ の 時まで。

iMuchas gracias por todo.Nos vemos! 
文化観光スポーツ部 交流推進課 玉代勢 興順
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人材育成を推進しながら沖縄と世界を繋 げる 県 の事業「海邦養秀ネットワ ーク構築事業」 。 2007年 にス ター ト

し 、 10回 目 を迎えました。 201 6年は沖縄の反対側にあるペ ルー に行くことが決 定 し ま した。 ペ ルー と 言 え ば 、 有

名 な観光地のマチュ ・ ピチュとナスカの地上絵しか頭に浮かばないかも しれません。 し か し 、 実 は沖縄と強い関

係 が あ り ます 。 そこに、 約7万人以上の日系 人が住んでお り 、 その8割は沖縄県 系人で、 誇 り を持ってペ ルー社

会で活躍しています。

今年度の事業では沖縄の代表 として 1 0人の素晴らしい若者が参加し、 県系人の 家庭でホームステイを しな が

ら移住の歴史を学び、 日 系社会の状況を直接見た り 、 友達を作ったり しました。 その 中 で、 大きなイペントが開催

されました。 それは 、 沖縄県人 ペルー 1 1 0周年記念式典でした。

1 1 0年前、 夢と希望を抱きながら 、 よ り 良い将来を見つけるため、 ウチナーンチュ達はペ ルーヘ渡り ま した 。 ペ

ルーでの生活は大変だったのですが、 ウチナーンチュ達 は諦めずに 一生懸命に働いたので、 今日に至り ました。

本事業のメンバー達 は 、 その式典に参加する ことによっ て 、 在ペ ルー沖縄県 系社会への理解を深めるだ け でな

く 、 ペ ルー ・ 県 系ペルー人との絆を更 に強くしたと思います。

本事業では、 201 3年度のペルーでのプログラム に続き、 引 率者として2回 目 の参加をさせてもらいました。 3

年前の経験を生かし、 自 分の立場から3年前より よいプログラムを提供できるように頑張り ました。 プログラムの

実施中 に予想外のハプニングも起きたのですが、 参加者に私 の 出 身 国 の 文化や観光地などを見せる事が 出 来

てとてもり喜 しかったです。 振 り 返ってみると、 2週間という短い時間でしたが、 参加者は様 々 な新しい ・ 貴重な経

験ができました。 そして、 世界の視野が広 がり 、 その時までなかった新 しい可能性が見えたのではない か と 思 い

ます。

日本に帰って 1 か月 後 、 報告会 が行われました。 参加者はペルーで体験 したことを発表 しながら 、 本プログラ

ムを振り返りました。 そして、 最後に、 一人ひと り 、 これか らの行動を宣言しました。 皆さんが気持ち を込めて、 ペ

ルーとの繋がりを強 化 しよう ・ ペルーで作った絆を深めようと宣言しました。 私 は参加者のスピー チを聞いて 、 感

動しながら、 沖縄、 そしてウチナーネットワ ークの将来が期待できると感じました。

最後になりますが、 ペ ルー沖縄県人会、 ホストファミリー 、 国際旅行社及び沖縄NGOセンターの 皆 様 に は 、 感

謝の気持ちでいっぱいです。 一 人一人の協力のおか げで、 201 6年の事業は無事に終わ り 、 目 標 は連成できたと

思います 。 そ して、 個人的に、 私を信用 していただいた沖縄 県庁の皆様に心から感謝し て お り ます 。 こ の 事業 で

得たものを次の 目 標に繋 げようと思います。 これからも、 ペ ルー と沖縄の絆をよ り 深めるために 、 頑張 り たいと思

っ て お り ます。

ヽ

文化観光スポーツ部交流推進課 当 山樋 ロ アル トゥーロ
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海邦養秀ネットワ ー ク構築事業を通して

「ペ ルーについて学ぶだけでなく、沖縄に住んでいるペル一人や多国籍 の人に触れる事で、沖縄で活躍する想

いを受け取ってもらいたい 。 」

そ の 思いをペ ルーに持っていってほしいと事前研修 を行いました。

禰

事前研修か ら本研修 まで、沖縄県 の方、沖縄ペルー協会 の方、ご父母 の皆さまに温かく見送っていただき感

謝いたします。

往路 のアトランタ空港で は入国審査混雑によ り 乗 り継ぎができず、アトランタで 1 泊するとになりましたが、学 生

達もそこから学ぷ姿勢が見 受けられ、良い経験として楽しんで進めることができました。

また、県 人 会 の皆さまもスケジュールを調整していただき、リマ空港に到着したとき、深夜にもかかわらず、笑

顔で迎えてくれるホスピタリティがうれしかったです。

ホー ムスティ先 で は 学 生 達 がバラバラに泊まるので 、安全 の面では気を使いましたが、ネット環境が整っており、

ネットを利用した連絡網でそれぞれ の安全確認、 体詞管理も行うことができました n

旅行 中 へ 大きな事故もなく、参加者 の皆さんが学び． 交流を す 忍 こ とがで考 たこ ：：：が ：団認 匂苅店 です 4

ペルー研修で のハイライト ペルー移民 1 1 0周年記 念 式典では沖縄から遠く離れた 地 で の大きなうちな一んち

ゅ の誇 り を感 じました。

そ の 中 で もペ ルー 県人会青年部 のみなさんのエイサーが圧巻でした。 また、三線や沖縄 の歌を披露してくださり、

伝統を守り、つ なげていくペルー の 皆さま の沖縄へ の想いは予想以上でした。

うれしい反面、うちな一んち ゅ として のアイデンテイテ ィをもっと持ちたいという学 生 達 の声も間こえてきました。

ホー ムスティ先には 日 本語で のコ ミニケーションが取れない受入ファミリ ーもある中で、皆がコ ミニケーションを率

先して行っ ている姿 が見えました。

また、 日 本 の 文化 を学ぶ現地 のプログラムに自主的に参加し、学生 たちが交流を盛り上げる場面もありました。

お別れ の空港で は涙もあり、ホストファミリ ーと の交流が思い出深い物になったと感じております。

[· リ マ か ら の帰路でも 1 4 日 間 の思い出話が止ま り ませんでした。

現地 で の つ な が り は帰ってきてからも続き、ペルーで交流したペル一人が研修 生 として那覇空港に来たときは学

生 達が声を掛け合ってお迎えにも行く場面もあり、ペルー と沖縄 の架け橋を感じました。

今後もこ の 架 け橋が大きなも のとなるように祈っております。

株式会社 国際旅行社 石川 実奈美／諸見里 一寿

NPO法人 沖縄NGOセンター 大仲 るみ子
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